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 〇 各研究者の分担 
・ 瀬戸 健 （総括）氷見市教育委員会、氷見市子育て支援課、氷見市海峰小学校、氷見市   





             保育園や小学校での活動から、幼児・児童の発達をとらえ、発達支 
援の効果等について検討する。 
 
・ 堀井啓幸 （分析）幼保小接続について、組織論等の視点から検討する。 




























































































































































   




























































    
④  行政等の保育支援 


































ての加配を始めてから、約 10 年もの年月を経ている。 
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 （2） 研究成果の発表状況 


















課題番号 17KO4611（研究代表者 瀬戸健） 
課題研究名『教員や保育士等、実践側のニーズを踏まえた幼保小接続に関する意思決定 





































































































































（1） 一斉の指示で理解できる　（２） 個別の指示があると理解できる　（３） 個別でも理解しにくい
コミュニケーション
（２）　発音に不明確な音がある　例：幼児語：おちゃかな（・カ行・サ行・タ行　　　　　　　　　）
発音・発語
（１）　特に気にならない
活
動
の
様
子
関わる人
集団参加
指示理解
○得意なこと・好きなこと
○　家族構成
（３）　単語の言い間違えがある　例：「とうもろこし」→「とうころもし」（例：　　　　　　　　　　　 　　）
（４）　吃音
（５）　選択性緘黙（・　自分の気持ちを伝える　　　・　自分の気持ちを伝えられない）
配慮事項
（有効支援）
祖母
